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地
震
に
つ
い

て
の

講
演
会
 

▽
日
時
 
一
月
二
十
六
日
 

（
金
）
午
後
一
時
か
ら
 

▽
場
所
 
市
民
文
化
会
館

▽
演
題
 
「
岩
木
山
周
辺

の
最
近
の
地
震
に
つ
い
て
」
 

弘
前
大
学
理
学
部
教
授

鍋
谷
祐
夫
氏
 

「
岩
木
山
は
噴
火
す
る
の

か
」
 

弘
前
大
学
教
育
学
部
助
教

授
 
宮
城
一
男
氏
 

（昭和33年9月10日第3種郵便物特認可） 
①
 報 広 市 原 

（青森県） 五 所 川 

昭和 48年 1 月 15日 	 296号
毎月 1日・15日発行 一部 4 円

発行所 五所川原市役所 

吹
雪
と
ま
で
は
い
か
な
く
と
も
 

粉
雪
ま
じ
り
の
冷
た
い
風
が
吹
き
さ
ら
し
 

こ
の
肌
を
刺
し
て
く
れ
た
方
が
よ
か
っ
た
の
に
 

せ
っ
か
く
の
裸
に
第
一
気
合
が
入
ら
な
い
 

そ
れ
で
も
人
々
は
い
い
元
旦
だ
と
喜
び
あ
っ
た
 

孫
爺
さ
ま
も
爺
さ
ま
も
父
も
先
輩
も
 

幾
晩
も
幾
晩
も
夜
な
べ
で
上
げ
物
を
つ
く
り
 

そ
れ
を
担
い
で
お
宮
参
り
を
し
た
が
 

い
っ
た
い
何
を
祈
願
し
た
の
だ
ろ
う
か

・
・
・
 

さ
て
僕
ら
は
何
を
祈
る
こ
と
に
し
よ
う
か
 

ま
あ
そ
れ
は
あ
と
の
こ
と
で
い
い
さ
 

と
も
か
く
男
ら
し
く
水
を
か
ぶ
ろ
う
ぜ
 

さ
あ
い
こ
う
サ
イ
ギ
サ
イ
ギ
 
ド
 ツ
コ
イ
サ
イ
ギ
 

.
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日
頃
の
心
構
え
 

最
近
、
岩
木
山
付
近
が
震
源

地
と
み
ら
れ
る
異
常
な
音
響
を

と
も
な
っ
た
地
震
が
ひ
ん
発
し

市
民
の
間
で

「
岩
木
山
が
噴
火

す
る
の
で
は
な
い
か
」
と
い
 
っ

た
不
安
の
声
が
で
て
い
ま
す
。
 

県
で
は
、
異
常
を
記
録
し
始

め
た
昨
年
十
一
月
初
旬
か
ら
弘

前
大
学
に
依
頼
し
て
岳
地
区
な

ど
四
カ
所
に
地
震
計
を
設
置
し

て
観
測
を
続
け
る
一
方
、
弘
前

市
な
ど
地
元
関
係
市
町
村
が
一

体
と
な
っ
て
地
震
対
策
に
乗
り

出
し
て
い
ま
す
が
、
地
震
は
い

つ
、
ど
こ
で
、
ど
の
位
の
規
模

で
発
生
す
る
の
か
地
質
学
的
に

も
予
測
で
き
な
い
現
状
で
す
。
 

毒
ず
“消
火
 

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
、
の

例
え
ど
お
り
、
市
民
ひ
と
り
ひ

と
り
が
日
頃
か
ら
地
震
に
対
す

る
心
構
え
を
持
ち
、
万

一
に
備

え
る
の
が
被
害
を
最
少
限
に
く

い
と
め
る
唯
一
の
対
策
か
と
思

い
ま
す
。
 

地
震

に
対
す
る

心
得
 

▼
す
ば
や
く
火
の
始
末
 

ク
グ
ラ
ツ
4
と
き
た
ら
ま
ず

石
油
ス
ト
ー
ブ
類
の
火
を
消
し

倒
れ
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
。
 

ガ
ス
の
元
せ
ん
を
締
め
、
電
気

の
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
 

▼
丈
夫
な
家
具
に
身
を
寄
せ

る
 急

に
外
に
と
び
だ
す
と
上
か
 

ら
看
板
な
ど
が

落
ち
て
危
険
で

す
。
丈
夫
で
安

定
し
た
机
や
ベ

ツ
ト
な
ど
に
身

を
寄
せ
次
の
行

動
を
考
え
る

▼

一
分
過
ぎ

た
ら
安
、
ザ
 

激
し
い
振
動

は
、
大
体
一
分

前
後
で
す
。
あ
 

わ
て
ず
、
落
ち
着
い
て
次
の
行

動
を
と
る
こ
と
 

▼
避
難
は
徒
歩
で
 

避
難
は
、
座
ぶ
と
ん
な
ど
を

頭
に
の
せ
丈
夫
な
は
き
も
の
を

は
き
徒
歩
で
行
な
う
。
持
物
は

飲
料
水
、
食
糧
、
貴
重
品
な
ど

当
座
の
生
活
と
応
急
処
置
に
必

要
な
も
の
に
限
る
 

▼
狭
い
路
地
な
ど
に
近
寄
る

な
 建

物
や
へ
い
が
倒
れ
て
危
険

な
の
で
、
狭
い
路
地
や
へ
い
の

そ
ば
に
近
寄
ら
な
い
こ
と
。
が

け
や
川
べ
り
に
は
、
が
け
崩
れ

地
割
れ
な
ど
が
お
こ
る
危
険
が

あ
る
 

▼
山
津
波
、
が
け
崩
れ
な
ど

に
注
意
を
 

人
工
的
に
傾
斜
地
を
き
り
く

ず
し
て
造
成
さ
れ
た
土
地
は
、
 

地
す
べ
り
の
お
そ
れ
が
あ
る
の

で
注
意
す
る
 

▼
デ
マ
に
迷
う
な
 

余
震
は
、
本
震
ょ
り
小
さ
い

の
が
普
通
で
あ
る
。
デ

マ
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
携
帯
ラ

ジ
オ
や
市
町
村
の
情
報
に
よ
り
 

行
動
す
る
 

▼
わ
れ
が
ち
の
行
動
は
混
乱

を
お
こ
す
 

各
人
が
秩
序
を
守
り
、
力
を

あ
わ
せ
て
被
害
を
最
少
限
に
と

ど
め
る
よ
う
努
め
る
こ
と
が
大

切
で
す
 

非
常
の
時
に
備
え
て
こ
れ
だ

け
は
準
備
し
て
お
き
ま
し
よ
う
 

▼
照
明
用
具
 
壊
中
電
灯
、
 

、
 

ロ
ー
ソ
ク
、
 マ
 
ッチ
、
 ラ
イ
タ
 

▼
大
工
道
具
 
金
ヅ
チ
、
鋸

ペ
ン
チ
、
釘
、
 ロ
ー
プ
、
針
金

▼
飲
料
 
飲
み
水
、
水
筒
、
 

パ
ン
類
、
缶
詰
 

▼
炊
事
用
具
 
コ
ン

ロ
、
木
 

炭
 ▼

応
急
薬
品
 
マ
ー
キ
ュ
ロ

リ
バ
ノ
ー
ル
、
 メ
ン
ソ
レ
タ
ム

脱
脂
綿
、
ホ
ー
タ
イ
、
バ
ン
ソ

ウ
コ
ウ
 

▼
容
器
類
 
フ
ロ
敷
、
リ
ュ

ッ
ク
サ
 
ック
、
ビ

ニ
ー
ル
袋

▼
情
報
手
段
 
地
図
、
鉛
筆
 

ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
ラ
ジ
オ
 

▼
そ
の
他
 
ヘ
ル
メ
 
ッ
ト
、
 

座
布
団
、
貴
重
品
類
 

中
馳
震
分
』
お』一
活」
たち
 

学校では先生の指示のもとに避難を 



申込みは 2 月10日まで 

市立児童舘の 

入所児童を募集 

一
  

お
 

ハ
お
た
ず
ね
▽

市
の
経
済
は

米
と
り
ん
ご
の

農
業
と
出
か
せ

ぎ
に
た
よ
っ
て

い
る
。
こ
の
よ
 

でんわ⑤1414 

住みよい 

環境づくりに 

あ
な
た
の
意
見
を
聞
く
集

い
 

市
政
に
あ
な
た
の
声
を
 

②
 

1
6日
か
ら
地
区
ご
と
に
 

市
民
参
加
に
よ
る
行

政
を

す
す
め
て
い
る
市
で
は
、
こ
と

し
も
公
聴
活
動
の

一
端
と
し
て
 

「あ
な
た
の
意
見
を
聞
く
集
い
 

」
を
次
の
日
程
で
開
き
ま
す
の

で
、
隣
り
近
所
お
誘
い
あ
わ
せ

の
う
え
ど
な
た
も
お
気
軽
に
ご

出
席
く
だ
さ
い
。
 

「あ
な
た
の
意
見
を
聞
く
集

い
」
 は
、
四
十
一
年
か
ら
毎
年

開
い
て
い
る
も
の
で
皆
さ
ん
が

日
頃
市
政
に
つ
い
て
考
え
て
い

る
こ
と
や
苦
情
、
ご
意
見
な
ど

生
の
声
を
発
言
し
て
い
た
だ
き

こ
れ
を
市
政
に
反
映
さ
せ
ま
す

こ
と
し
は
、
 一
月
十
六
日
か

ら
二
十
七
日
ま
で
の
間
に
十
日

間
、
支
所
（
地
区
）
単
位
に
開

き
ま
す
が
、
市
側
か
ら
は
佐
々

木
市
長
を
は
じ
め
全
課
長
が
出

席
し
て
皆
さ
ん
か
ら
の
要
望
、
 

さ
ご

音
覚
に
お

答
え
し
ま
す
。
 

豊
か
な
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
、
建
設
的
な
ご
意
見

な
ど
遠
慮
な
く
お
申
し
述
べ
く

だ
さ
い
。
な
お
開
会
時
間
は
い

ず
れ
も
午
後
一
時
か
ら
で
す
。
 

但
し
、
三
好
地
区
は
午
前
九

時
か
ら
で
す
。
 

▽
七
和
 
一
月
十
六
日

（
火
 

）
杉
の
子
児
童
館
 

▽
中
川
 
一
月
十
七
日

（
水
 

）
中
川
支
所
会
議
室
 

う
な
産
業
だ
け
で
は
市
の
発
展

は
あ
り
え
ま
せ
ん
。
政
府
が
推

進
す
る
日
本
列
島
改
造
と
歩
調

を
あ
わ
せ
内
陸
型
工
場
を
誘
致

す
べ
き
で
あ
る
。
 

▽
毘
沙
門
 
一
月
十
八
日

（
 

木
）
い
く
じ
児
童
館
 

▽
飯
詰
 

一
月
十
九
日
（
金
 

）
飯
詰
集
会
所
 

▽
松
島
 
一
月
二
十
二
日

（
 

月
）
松
島
支
所
会
議
室
 

▽
栄
 

一
月
二
十
三
日

（
火
 

）
栄
支
所
会
議
室
 

▽
長
橋
 
一
月
二
十
四
日
 （
 

水
）
 
つつ
じ
が
丘
児
童
館
 

▽
梅
沢
 
一
月
二
十
五
日
 （
 

木
）
中
央
公
民
館
梅
田
分
館

▽
三
好
 
一
月
二
十
六
（
金
 

）
農
協
支
所
会
議
室
 

▽
五
所
川
原
一
月
二
十
七
日
 

（
土
）
産
経
会
館
五
階
会
議
室
 

△
お
こ
た
え
▽
 

農
業
の
近
代
化
を
ー
ロ
に
言

い
ま
す
と
、
少
な
い
人
手
で
高

い
生
産
を
あ
げ
る
こ
と
で
す
。
 

し
か
し
、
そ
の
ま
ま
に
し
て

お
き
ま
す
と
、
若
い
人
た
ち
は

い
ま
ま
で
の
よ
う
に
ど
ん
ど
ん

大
都
会
へ
出
て
ゆ
き
ま
す
し
、
 

出
稼
ぎ
は
ふ
え
る
一
方
で
す
。
 

そ
こ
で
農
業
か
ら
余
っ
た
人
手

を
吸
収
す
る
産
業
が
必
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。
 

、
  

五
所
川
原
市
と
し
て
も
、
農

村
地
域
工
業
導
入
促
進
法
や
工

場
再
配
置
促
進
法
が
施
行
さ
れ
 

市
社
会
福

祉
協
議
会
は

昭
和
四
十
八

年
四
月
一
日

か
ら
児
童
館

に
入
所
を
希

望
す
る
児
童

を
次
の
要
領

で
募
集
し
ま

す
。
 

▽
受
付
期
 

間
 一

月
二
十
 

日
ー
二
月
十
 

日
ま
で
 

▽
対
象
児
童
 

お
お
む
ね
三
歳
児
か
ら
就
学
 

前
の
児
童
 

▽
受
付
場
所
 

各
児
童
館
と
市
社
会
福
祉
協
 

議
会
事
務
局
（
入
所
申
請
書
用
 

紙
は
受
付
場
所

に
備
え
て
あ
り

ま
す
）
 

▽
利
用
料
、
 

募
集
人
員
 

月
額
千
五
百

円
、
各
児
童
館

と
も
募
集
人
員

は
六
十
人
で
す

▽
児
童
館

ひ
ま
わ
り
児

童
館

（
下
平
井

町
）
 つ
つ
じ
が

丘
児
童
館
（
野

里
）
か
い
ど
う

児
童
館
（
金
山
 

）
杉
の
子
児
童
 

た
の
を
機
会
に
、
内
陸
工
業
拠

点
団
地
を
造
り
、
工
業
を
導
入

す
る
こ
と
に
努
力
し
て
お
り
、
 

専
門
的
な
立
場
か
ら
み
た
場
合

ど
う
い
う
よ
う
に
造
っ
た
ら
よ

い
の
か
、
日
本
工
業
立
地
セ
ン

タ
ー
に
調
査
し
て
も
ら
っ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。
 

と
も
か
く
、
市
の
重
点
施
策

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す

の
で
ご
承
知
く
だ
さ
い
。
五
所

川
原
に
居
て
も
職
業
の
選
択
が

自
由
に
で
き
る
農
工
同
化
地
域

を
築
き
あ
げ
る
こ
と
が
目
的
で

す
。
 
 

館
（
羽
野
木
沢
）
梅
泉
児
童
館
 

（梅
田
）
 い
く
じ
児
童
館
（
毘

沙
門
）
あ
じ
さ
い
児
童
館
（
七

ッ
館
）
松
が
丘
児
童
館
（
松
野

木
）
 

な
お
詳
し
く
は
、
お
近
く
の

児
童
館
ま
た
は
市
社
協
へ
お
間

い
あ
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

．、
、
、
、、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
・
 

市
広

域
商
業
診
 

断

報
 
告
会
 

県
中
小
企
業
総
合
指
導
所
主

催
の
市
広
域
商
業
診
断
報
告
会
 

（
事後
指
導
）
は
、
 一
月
十
八

日
午
後
一
時
か
ら
産
経
会
館
四

階
で
開
か
れ
ま
す
。
 

講
師
は
弘
大
人
文
学
部
助
教

授
吉
永
芳
夫
氏
と
ト
ー
タ
ル
プ

ラ
ン
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
代
表
取

締
役
深
川
晃
一
氏
で
す
。
 

魯
鍵
浸
）
一
露
鷺

に
せ

税
理

士
に

ご
 

注
 

意
 

マ
税
理
士
は
、
納
税
者
の
依
頼

に
応
じ
て
所
得
税
、
法
人
税
、
 

相
続
税
な
ど
の
国
税
や
事
業
税

市
町
村
民
税
な
ど
の
地
方
税
に

つ
い
て
税
務
代
理
や
税
務
書
類

の
作
成
、
税
務
相
談
を
行
な
い

ま
す
。
 

こ
の
税
理
士
の
業
務
を
行
な

う
こ
と
の
で
き
る
人
は
、
税
理

士
試
験
に
合
格
し
て
税
理
士
の

登
録
を
受
け
、
‘税
理
士
会
に
入

会
し
て
い
る
税
理
士
と
一
定
の

手
続
き
を
し
た
弁
護
士
、
．公
認

会
計
士
と
な
っ
て
い
ま
す
。
 

確
定
申
告
期
な
ど
に
は
、
鳳

せ
税
理
士
が
横
行
す
る
の
で
、
 

税
理
士
を
依
頼
す
る
と
き
は
十

分
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
 

（
五
所
川
原
税
務
署
）
 

」

部
 

本
 

46年度、七和地区での「あなたの意見を聞く集い」 

生活環境バト口 

く
 



事
業
特
別
会
計

国
民
健
康
保
険
 

（
事
業
勘定
）
 

特
別
会
計
の
歳
 

よ
 
入
歳
出
決

算
認
 

定
に
つ
い
て
 

◇
昭
和
四
十
七

年
度
五
所
川
原

市
一
般
会
計
、
 

市
立
高
等
看
護

学
院
特
別
会
計
 

鷺

健
康
保
険
 

（
事
業
勘定
）
 

特
別
会
計
、
病

院
事
業
会
計
、
 

水
道
事
業
会
計
 

鉄板や角材は放置しなし 

、 

j 

一
＼＼
一
一」）
 

市
か
ら
冬
の
 

、
Jゾ
＼
 

間
の
道
路
確
保
 

『
」
【
芸
r
 
に
つ
い
て
、
市

コ
z
り
 
民
の

皆
さ
ん
に
 

・

1
,
r
 
ご
協
力
を
お
願
 

・

】』
」
七
」一
・
い
し
ま
す
。
 

》
」遣
一
日

一
 
本
格
的
な
冬
 

T
h一各

一
に
入
り
、
市
で
 

ー
る
ョ

D
一
は
道
路
確
保
の

一
潅
E
有
r
 た
め
万
全
の
除
 

｝
紀
欄

一
に
 
雪
態
勢
を
し
い
 

「
 ・
一一
一
一
（
 て
お
り
ま
す
が

夜
間
長
時
間
に
わ
た
っ
て
路
上

に
駐
車
し
た
り
、
小
路
に
車
を

放
置
し
た
ま
ま
で
い
る
た
め
除

雪
作
業
に
支
障
を
き
た
し
て
お

り
ま
す
。
 

冬
の
間
は
、
積
雪
で
道
路
巾

も
せ
ま
く
な
り
、
車
を
止
め
て

お
く
と
除
雪
車
は
も
ち
ろ
ん
火

災
が
発
生
し
た
場
合
の
消
防
車

や
急
病
人
を
運
ぶ
救
急
車
、
ま

た
ゴ
ミ
運
搬
車
な
ど
の
妨
げ
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。
 

と
く
に
商
店
街
通
り
で
は
、
 
 

車
庫
に
乗
り
入
れ
る
車
の
た
め

車
道
と
歩
道
の
間
に
鉄
板
や
角

材
を
渡
し
た
ま
ま
放
置
し
て
い

る
の
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
、
 

こ
れ
に
よ
っ
て
除
雪
の
妨
げ

に
な
っ
て
い
る
ば
か
り
か
、
除

雪
車
の
ツ
メ
を
痛
め
故
障
の
原

因
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
 

す
ぐ
取
り
は
ず
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ま
た
車
が
歩
道
に
乗

り
上
げ
て
い
る
た
め
、
歩
行
者

に
支
障
を
与
え
て
お
り
ま
す
の

で
運
転
者
と
し
て
の
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

昭
和
四
十
七
年
第
八
回
定
例

会
は
十
二
月
十
二
日
か
ら
開
か

れ
十
四
議

案
を
審
議
し
、

そ

れ
ぞ
れ
認
定
、
可
決
さ
れ
二
十

二
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。
 

◇
昭
和
四
十
六
年
度
五
所
川
原

市
一
般
会
計
、
市
立
高
等
看
護

学
院
特
別
会
計
公
共
用
地
取
得
 

1
簡
易

保
険
で

L
 

】ー
学
資
づ

く
り
を

L
 

春
の
訪
れ
と
と
も
に
、
か
わ

い
い
お
子
さ
ま
の
入
園
、
入
学

シ
ー
ズ
ン
で
す
。
将
来
の
進
学

資
金
の
準
備
は
お
済
み
で
し
よ

う
か
。
 

進
学
す
る
直
前
に
な
っ
て
心

配
す
る
の
で
は
手
遅
れ
で
す
。
 

早
い
う
ち
か
ら
コ
ツ
コ
ツ
積
み

立
て
る
の
が
一
番
で
す
。
郵
便

局
で
は
、
学
資
金
の
準
備
に
ピ

ッ
タ
リ
の
学
資
保
険
を
発
売
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
し
く
み
は
 

の
補
正
予
算
 

◇
五
所
川
原
市
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
 

◇
五
所
川
原
市
病
院
事
業
職

員
の
特
殊
勤
務
手
当
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
五
所
川
原
市
営
住
宅
設
置

条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
五
所
川
原
市
営
住
宅
管
理
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

◇
青
森
県
自
治
会
館
管
理
組

合
規
約
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

ま
た
、
▽
義
務
教
育
に
就
学

す
る
児
童
、
生
徒
の
入
学
準
備

金
の
補
助
に
関
す
る
請
願
 

▽
営
林
署
及
び
関
連
機
構
改

廃
を
や
め
林
業
振
興
決
議
を
速

や
か
に
か
つ
具
体
的
に
実
施
す

る
こ
と
の
請
願
▽
五
所
川
原
市

公
設
総
合
地
方
卸
売
市
場
設
置

に
つ
い
て
の
陳
情
を
審
議
し
、
 

閉
会
中
継
続
審
議
と
な
り
ま
し

た
。
 
 

次
の
よ
う
に
大
変
有
利
に
な
っ

て
お
り
、
自
信
を
も
っ
て
お
す

す
め
で
き
る
保
険
で
す
。
 

入
園
、
入
学
の
記
念
に
あ
な

た
の
愛
情
を
投
資
し
て
く
だ
さ
 

ー
 

▽
保
険
の
種
類
と
加
入
年
令
 

1
8
歳
満
期
（
大
学
用
）
こ
ど

も

0
1
1
2
歳
、
親

2
0

ー

5
0歳 

1
5歳満
期
（
高
校
用
）
こ
ど

も

0
11
0
歳
、
親

2
0ー5
0歳

▽
保
険
金
の
支
払
い
 

進
学
年
令
に
達
し
た
と
き
 

学
資
金
（
満
期
保
険
金
プ
ーフ

ス
配
当
金
）
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
 
（
1
8
歳
満
期
の
も
の
は

高
校
ど
学
の
と
き
保
険
金
の
一

割
、
大
学
進
学
（
満
期
）
の
と

き
は
、
保
験
金
の
九
割
プ
ラ
ス

配
当
金
）
 

▽
こ
ど
も
に
万
一
の
こ
と
が

あ
っ
た
場
合
 

死
亡
保
険
金
を
支
払
い
ま
す
 

ま
た
、
事
故
災
害
で
万
一
の

場
合
に
は
、
ご
契
約
の
保
険
金

の
最
高
三
倍
ま
で
保
障
さ
れ
ま

す
。
 

▽
特
典
 

も
し
も
、
途
中
、
親
が
死
亡

し
た
と
き
は
、
そ
の
後
の
保
険

料
は
不
要
と
な
り
ま
す
。
 （
学

資
金
の
完
全
保
障
）
 

（
五
所
川
原
郵
便
局
）
 

償
却

資
産

の
申
 

告
は

3
1日
ま
で
 

市
税
務
課
で
は
償
却
資
産
（
 

事
業
用
の
機
械
な
ど
）
の
申
告

を
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。
 

償
却
資
産
の
所
有
者
は
、
 一

月
三
十
一
日
ま
で
申
告
し
て
く

だ
さ
い
。
申
告
を
怠
り
ま
す
と

必
要
な
控
除
な
ど
が
受
け
ら
れ

ず
、
納
税
者
が
不
利
な
取
り
扱

い
を
う
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す

の
で
、
必
ず
期
日
ま
で
に
申
告

し
ま
し
よ
う
。
 

責

任
技
術

者
 

な
ど
 

の
 
試
 
験
 

昭
和
四
十
七
年
度
の
第
一
回

責
任
技
術
者
と
配
管
技
工
の
資

格
認
定
試
験
は
、
ニ
月
下
旬
青

森
市
で
実
施
す
る
予
定
で
す
が

講
習
会
、
受
講
料
、
受
験
資
格

な
ど
詳
し
く
は
市
水
道
課
に
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。
 

第
八
回
定
例
市
議
会
か
ら
 

 

③
 

 

   

 

永
井
荷
風
が
「
ふ
ら
ん
す
物

語
」
の
中
で
、
 「
五
月
に
至
り

て
蒼
白
き
花
著
く
。
其
の
形
は

大
な
る
総
の
如
く
、
か
の
国
の

人
は
た
と
う
る
に
、
宮
殿
の
天

非
よ
り
釣
下
げ
た
る
白
銀
の
燭

台
を
以
っ

て
し
た
り
。
風
な

き
夏
の
午
過
ぎ
に
、
紛
々
と
し

て
雪
を
な
す
。
秋
来
れ
ば
、
物

の
哀
れ
を
感
ず
る
こ
と
、
他
の
 

 

草
木
に
ま
さ
り
て
早
く
、
朝
タ

の
冷
め
た
き
霧
、
街
の
敷
石
を

潤
す
に
先
立
ち
て
、
 一
夜
に
こ

と
ご
と
く
揺
落
せ
り
。
」
と

マ
 

,
  

口
ニ
 ェ
に
つ
い
て
の
べ
て
い
ま

す
。
 マ

 
ロ
ー
ー
エ
 

（
ト
チ

ノ
キ
科
）
 

マ
ロ
ニ
ェ
は
パ
リ
を
ぺ
表
す

る
樹
で
あ
る
よ
う
で
、
パ
リ
を

語
っ
て
い
る
文
章
に
度
々
あ
ら

わ
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
た
め
、
 

 

名
前
は
心
に
残
っ
て
い
る
植
物

の
ひ
と
つ
で
す
。
 

マ
ロ
ニ
 ェ
は
日
本
に
は
生
え

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
姿
を

正
し
く
見
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
が
、
こ
れ
と
よ
く
似
た
樹
が

五
所
川
原
市
の
山
地
に
た
く
さ

ん
生
え
て
い
ま
す
。
そ
の
名
は
 

「
ト
チ
 
（橡
）
」
で
す
。
ち
な

み
に
、
 マ
ロ
ニ
 エ
の
こ
と
を
 
「
 

セ
イ
ョ
ウ
ト
チ
 
（
西
洋橡
）
」
 

と
俗
称
し
て
い
ま
す
。
 

ノ 



ク
皆
ん
な
で
明
る

し
 
い
お

正
月
を
4
市
社

あ
 

会
福
祉
協
議
会
と
県

け
 
共
同

募
金
会
五
所
川

す
 
原
支

会
の
四
十
七
年
 

、
」
 
歳
末
た
す
け
あ
い
は
 

．一
 

・
 

j

」
、
 
‘

．
 
ー
‘

ー
ー
 

ヒ
八・
 
十
一
一月
一
日
ー
二
十
 

一
 
五
日

ま
で
行
な
わ
れ

一
ー
 
五
十
六
件
、
六
十
五
 

万
八
千
五
百
四
十
円

の
義
援
金
と
五
件
、
二
百
十
一

点
の
義
援
品
が
寄
せ
ら
れ
た
。
 

な
お
、
 こ
の
配

分
に

つ
い

て
は
施
設
入
所
者
と
長
期
入
院

療
養
者
お
よ
び
被
保
護
者
に
そ

れ
ぞ
れ
支
給
し
大
変
喜
ば
れ
、
 

感
謝
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
 

鶴
谷
正
夫
（
本
町
）
泉
谷
正

志

（
長
富
）
土
岐
愛
二

（
田
園

調
布
）
坪
田
悦
子
（
柏
村
）
葛

西
穂
（
敷
島
町
）
中
谷
亨

（
金
 

」
木町
）
意
西
進
一

（
岩
木
町
）
 

新
谷
良
一
（
尻
無
）
鶴
谷
や
な
 

（布
屋
町
）
今
博

（
高
野
）
 

五
所
川
原
土
木
事
務
所
、
五

所
川
原
印
刷
会
社
、
日
連
宗
県

社
教
化
事
業
協
会
、
松
島
町
楽

遊
会
、
西
北
五
電
気
業
界
有
志
 

国
民
年

金
だ
よ

り
 

年
金
制
度
が
は
じ
ま
っ
女
こ
 

と
し
で
十
二
年
目
を
む
か
え
る
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

j
 

こ
の
間
、
た
く
さ
ん
の
人
に
 

親
し
ま
れ
、
よ
り
よ
く
育
て
る
 

た
め
に
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
だ
 

さ
れ
、
こ
れ
に

よ
 
って
か
な
り

改
善
さ
れ
ま
し

た
。
 

み
な
さ
ん
、
こ
と
し
の
計
画

は
た
て
ま
し
た
か
、
い
ろ
い
ろ

な
計
画
を
お
持
ち
の
人
も
あ
る

と
思
い
ま
す
が
、
新
年
を
迎
え

る
た
び
に
i
近
づ
く
老
後
の
た

め
…
国
民
年
金
を
大
き
く
ふ
や

す
、
計
画
も
加
え
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
 
 

第
二
中
長
橋
校
舎
生
徒
会
一
同

ち
ど
り
舞

踊
会
、

新
生
互
助

会
、
市
営
住
宅
選
考
委
員
会
、
 

松
島
町
四
丁
目
役
員
一
同
、
第

三
民
協
一
同
、
五
所
川
原
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
 

五
所
川
原
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
、
裏
千
家
淡
交
会
五
所
川
原

青
年
部
、
白
生
会
胃
腸
病
院
、
 

三
八
五
貨
物
五
所
川
原
営
業
所
 

ご
存
じ
の
よ
う
に
、
六
五
歳

か
ら
支
給
（
六
〇
歳
で
も
希
望

が
あ
れ
ば
支
給
対
象
に
な
り
ま

す
）
さ
れ
る
老
令
年
金
の
額
は

二
十
五
年
か
け
金
を
納
め
た
人

で
、
月
八
千
円
で
す
。
こ
れ
で

は
心
も
と
な
い
、
も
つ
と
多
く

年
金
を
う
け
た
い
、
と
い
う
人
 

た
ち
の
た
め
に
、
増
額
年
金
が

あ
り
ま
す
。
 

こ
の
制
度
は
毎
月
納
め
て
い

る
月
五
百
五
十
円
の
か
け
金
の

ほ
か
、
月
三
百
五
十
円
納
め
る
 

、
 

 

と
う
け
ら
れ
る
も
の
で
、
二
十

五
年
納
め
た
場
合
で
月
四
千
五

百
円
が
加
算
に
な
っ
て
支
給
さ
 
 

一
同
、
日
通
五
所
川
原
営
業
所

従
業
員
一
同
、
弘
銀
労
組
五
所

川
原
分
会
、
全
仏
教
互
助
会
五

所
川
原
支
部
会
員
一
同
、
五
所

川
原
一
中
生
徒
会
一
同
、
市
財

政
課
職
員
一
同
、
五
小
五
年
一

組
生
徒
一
同
、
五
高
校
J
R
C
 

一
同
、
東
北
電
力
五
所
川
原
営

業
所
一
同
、
松
島
小
「
同
 

末
広
新
宮
町
内
会
、
中
平
井

町
同
、
新
町
、
第
一
柳
町
、
元

町
、
鎌
谷
町
、
田
町
栄
町
、
川

端
町
、
東
雲
町
、
本
町
、
柏
原

町
、
上
平
井
町
、

寺
町
岩
木

町
、
第
一
千
鳥
町
、
松
島
町
五

丁
目
、
幾
島
町
、
松
島
町
四
丁
 

だ
れ
で
も
入
れ

ま
す
。
 

一
年
の
計
画

は
そ
の
年
を
迎
 

え
る
早
い
機
会
に
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
が
、

こ
の
機
会
に

加
入
し
、
こ
れ
か
ら
の
人
生
を

よ
り
豊
か
な
も
の
に
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。
加
入
す
る
方

は
健
康
年
金
課
の
国
民
年
金
係

に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。
 

一
 

目
、
布
屋
町
、
平
和
町
、
布
屋

町
婦
人
部
、
藤
田
ク
リ
ー
ニ
ン

グ
店
 

平
山
美
容
院
（
本
町
）
平
和

町
婦
人
部
一
同
、
小
林
金
物
店

長
尾
政
五
郎
、
五
所
川
原
工
業

高
校
成
田
昭
紀
 

3
ロ刀

8
 
日
 

市
選
挙
管
理
委
員
会
ズ

本
村
 

勇
造
委
員
長
）
は

一
月
十
日
委
 

員
会
を
開
き
、
三
月
二
十
九
日

・
 

で
任
期
が
切
れ
る
、
市
長
選
挙
 

・

に
つ
い
て
協
議
し
た
結
果
、
一
一

月
二
十
六
日

（月
）
告
示
、
三

月
八
日
（
木
）
 
票
日
と
決
定

し
ま
し
た
。
 

今
回
投
票
で
き
る
の
は
、
四

十
七
年
十

一
月
十
六
日
ま
で
に

五
所
川
原
市
に
住
ん
で
、
住
民

登
録
の
手
続
き
を
し
た
人
で
、
 

二
月
九
日
ま
で
住
所
が
変
わ
り

住
民
登
録
を
し
た
人
は
新
住
所

地
で
、
そ
れ
以
降
は
旧
住
所
地

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

昭
和
二
十
八
年
三
月
九
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
は
、
新
し
く
選

挙
権
が
生
じ
ま
す
。
 

「
こ

協
力
 あ
り
が

と
う

ー
 

ご
ざ

い
ま
す
ー
 

佐々木市長から記念品をうけるお手伝い少りたり 

れ
ま
す
。
夫
婦
と
も
ど
も
加
入

し
ま
す
と
月
二
万
五
千
円
の
年

金
が
お
て
も
と
に
入
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。
 こ
れ
に
ス
ラ
イ
ド

さ
れ
ま
す
と
も
つ
と
大
き
な
金

額
に
な
る
こ
と
で
し
よ
う
。
 

こ
の
増
額
年
金
に
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
て
い
る
人
な
ら
 

・

、
日、
 
市

長

選

は
 

コ
ツ
コ
ッ
貯
え
ょ
う
 

ク
上
積
み
し

ま
せ
ん
か

4
 

』
 

市政ダイヤル 

その日の 

行事や予定は 

でんわ⑤ 4321 

お
手
伝
い
少
年
を
励
ま
す
 

市
で
は
新
聞
や
牛
乳
配
達
を
し
た
り
出
か
せ
ぎ
る

す
家
庭
な
ど
で
父
母
代
り
に
勉
強
し
な
が
ら
手
助
け

し
て
い
る
こ
ど
も
た
ち
を
激
励
し
よ
う
と
十
二
月
一
一

十
四
日
、
六
回
目
の
 「
お
手
伝
い
少
年
を
励
ま
す
会
 

」
を
開
き
、
市
長
を
囲
ん
で
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

し
ま
し
た
。
 

会
場
の
市
民
文
化
会
館
に
は
小
、
中
学
校
の
お
手

伝
い
少
年
九
十
六
人
が
出
席
し
、
佐
々
木
市
長
と
小

山
市
教
育
長
か
ら

「踏
ま
れ
て
も
、
赤
い
り
ん
ご
の

よ
う
な
元
気
な
身
体
で
暮
し
ま
し
よ
う
」
と
励
ま
さ

れ
、
ひ
と
り
ひ
と
り
に
記
念
品

が

手
渡

さ
れ

ま
し

た
。
 

こ
れ
に
対
し
、
こ
ど
も
た
ち
を
代
表
し
て
五
所
川

原
第
一
中
学
校

一
年
生
の
安
田
憲
司
君
が
お
礼
の
こ

と
ば
を
述
べ
た
あ
と
市
長
を
囲
ん
で
記
念
撮
影
や
昼

食
を
し
ま
し
た
。
会
場
の
一
角
に
は
、
お
で
ん
や
そ

ば
の
立
ち
食
い
コ
ー
ナ

ー
も
設
け
ら
れ
、
こ
ど
も
た

ち
の
人
気
を
集
め
ま
し
た
。
 

・
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